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◆教職員の多忙化が大きな問題で
す。度重なる定員削減に伴う教職
員の負担増が背景にあるのではな
いでしょうか。さらに、多忙化はメ
ンタルヘルスに繋がり、長期病休
者増、定年前退職増など他の問題
に連鎖しています。なたにや議員は
こうした状況をどのように捉えてい
ますか。

　その通りで、教職員の多忙化は
限界を極めた状態が続いており、そ
の解決は喫緊の課題です。精神疾
患による病気休職者数は5千人超
と依然として多いのが実態です。労
災認定基準を上回る月もある教職員
の超勤実態は深刻な社会問題と言
えます。超勤に歯止めをかけるため
の給特法も、運用実態は勤務時間
管理の意識を希薄化し、長時間労
働を常態化させました。教職員と子

どもたちが向き合う時間を確保する
こと、教職員の生命と健康を守るこ
とが大事です。業務の精選と、人
の配置、勤務時間管理等をしっか
り行っていかなければなりません。
ワーク・ライフ・バランスの確保に
向け、公務が率先してとりくむのだ、
と政府は声を上げていますが、そ
こに教職員は含まれないのでしょう
か。教職員の多忙化の実態を国会
で訴え、その改善につなげていきた
いと思います。

◆なたにやさんは、21年間小学校
で教員をされていたそうですね。組
合の意義とは、どのようなものだと
お考えでしょうか。

　一般的に「労働組合」というと、ま
ず思い浮かぶのは、組合員の賃金・
労働条件の改善に関わるとりくみで

す。日教組は他にも、教育研究、
平和、人権、環境など、広範な課
題の解決に向けてとりくんでいる労
働組合です。一人では解決できない
大きな課題でも、仲間で助け合い、
支え合うことでこれを解決していく
ことができる。それが組合の意義
ではないでしょうか。

◆子どもたちの人権が尊重される
教育を実現し、差別の無い社会を
実現していくためどのようなとりく
みが必要だと考えますか。

　2000年12月に施行された「人権
教育及び人権啓発の推進に関する
法律」に基づいて、あらゆる差別を
許さず、人権を確立するための教育・
啓発を積極的に推進していく必要が
あります。また、人が人らしく生活
できる社会をつくるたゆまぬ努力を
しなければなりません。そのために
教育の果たす役割は大きく、「人権」
の視点がふまえられた教育のあり方
を追求していきたいと思います。

◆4月14日に発災した熊本地震は、
被災地に大きな被害をもたらしてい
ます。学校現場、子ども、教職員、
という観点から、どのようなことが
課題でしょうか。

　5月9日に熊本、10日に大分を相
次いで視察し、現地の被災状況を
お伺いしました。地震の発生以降、
校内の施設が避難所となったりして
一時休校となっていた学校も、今で
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は再開されています。しかし、校舎
が大きな被害を受け、隣接する小
学校に間借りしている学校や、校内
の擁壁が崩落の危険があり、校庭
が立入禁止になっている学校があ
るなど、まだまだ大変な状況が続い
ています。子どもたちの健やかな育
ちと学びを守り、笑顔を取り戻すた
めにも、心のケアをしっかりふまえ
た支援が必要だと感じました。また、
避難所の運営等で慣れない業務に
ご奮闘された教職員の皆さんに対す

る支援についても、本来の教育現
場に戻られた後も様々な具体的課
題に柔軟に対応できるよう、とりく
みを進めてまいります。東日本大震
災、熊本地震の経験をもとに、免災・
減災対策の仕組みを確立、強化し
ていく必要があります。一日も早い
復旧・復興と、元の生活に戻れる
よう、国として最大限のとりくみを
するよう、引き続き全力でとりく
んでまいります。

私たちが推薦します！

　小泉政権以降、新自由主義の
潮流の中、行き過ぎた競争主義・市
場主義が蔓延し、所得格差が拡が
り続けています。そしてこの格差
がそのまま教育格差につながり、子
どもの貧困、貧困の連鎖は深刻さを増しています。
　この時代にあって、なたにや先生が中心になり実現した、
高校無償化制度が効果を上げ、本制度の導入後、高校進
学率が伸び、経済的理由による私立高校を中退する者が
減った事実は、論を待たないすばらしい実績です。その先
見性と実行力に敬意を表します。
　20年以上にわたる教員としての経験。そして2期12年の
参議院議員としての実績。これら二つのキャリアを持つなた
にや先生は、まさしく「余人を持って代え難し」、なくてはなら
ない政治家であります。
　巨大与党が右寄りの政策をやり続けている現在、安倍政
権に対抗できる参議院議員として、今後ますます、なたにや
先生の見識と洞察力が必要になってきます。
　暴走する安倍政権にストップをかけるため、是非ともお力
添えを、心よりお願いいたします。
　最後になりますが、シベリア抑留問題や千鳥ケ淵戦没者
墓苑への参拝など、なたにや先生の一隅を照らすような活動
を見ると、その誠実なお人柄に心を動かされます。

衆議院議員

　なたにや正義さんは、
今夏の参議院選挙に、３
期目の挑戦をされます。
　皆さんもご存知の通
り、現代の社会は、格差
がどんどん広がっているのが実態です。世界を見
ると、富裕層のトップ36人が、世界の富の62％を
独占しています。日本でも、1億円以上の所得を
持つ人の数は、この5年で20％も増加しています。
一方で、生活保護世帯の総数は増えており、生活
保護世帯の4人に１人が、子どもも生活保護受給
世帯となっているのです。貧困が連鎖しているの
です。
　子どもの貧困を解決し、健やかに育むためには、
現場を知る政治家がしっかり働かなければ、状況
改善は果たせません。20年以上もの小学校教諭
の経験を持つ、なたにや正義さんにしかできないこ
とです。
　平和と教育を守るために、そして、すべての子ど
もたちに「居場所」と「出番」のある社会を作るた
め、みんなで力を合わせて、なたにや正義さんを再
び国会の場へ送りましょう。

衆議院議員
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参加者の感想
● 言わない限り分かり合えない。
全体授業でみんなが語る姿に
感化され、自分自身が解放さ
れた。自分の思いを伝えるこ
とを怖がっていては何も始ま
らない。（全体授業を受けたこ
とがある中学教員）

● どこまで自分を語れるのか、
考える機会になりました（大
学院生）

徳島県教組×日教組香川共同企画

「森口健司が語る会」が開催されました

　子どもたちが自分自身のことを語り
合う「全体学習」をされていて、香川
県にも来られている。それが、森口さ
んと出会う前の印象だった。
　そして、実際に森口さんと出会った
のは、2007年徳島県での四人研大会
の時。私は分科会で前任校でのなか
まづくりの実践を発表したが、その分
科会で森口さんは、徳島県のレポート
の補強として北島中の実践を発表され
ていた。こんなにも子どもたちのこと
を楽しくいきいきと話せるんだ、という
のがその時の印象だった。
　その時は、名刺交換だけだったが、
それ以降、森口さんから実践集が送ら
れてきて、それを読む度に一度ゆっく
り話を聞きたいと思っていた。
　すると、ひょんなことから森口さん
と再会をはたすことになった。昨年 11
月、福井県敦賀市で開かれた「日教
組人権教育実践交流集会」で、徳島
県教組の吉成さんと話をしていた時
「この間の長野の全人教、森口さんと
一緒にいっとんたんですよ。」「森口さ
んの実践って、日教組そのものなんや

けど、何で日教組に入ってな
いん？」「えー、日教組に誘っ
たことないわ」「えー、それ
一回誘ってみたら」と話をし
たのだった。
　それから、1 週間後、「嶋
村さん、森口さん、日教組
入りました！」と吉成さん。
「じゃ、森口さんの話を聞く
会をしよう！」と私。
　今回は、ひたすら森口さんの話を
じっくり聞く会を企画した。1時間 15
分×5講＋懇親会。その結果、森口さ
んの話だけでなく、実際の授業を記録
したビデオを多く見ることができた。
　特に、文部科学省道徳教育読み物
資料作成協力者会議委員として作成し
た「スダチの苗木」。その「スダチの苗
木」を映像劇にしたビデオを見ながら、
生い立ちを語る森口さん。
　友だちから「差別をなくすために学
校の先生になろう」と誘われ教員をめ
ざそうとした中学生時代。同級生に立
場を隠し、特に父親のことを誇りに思
えなかった京都での大学生時代。そし

て、人生の節目ごとに京都の下宿を訪
ね、父がお礼に庭に植えたスダチの木
の成長を見ながら、父を誇りに思える
ようになった教員時代。
　「『生まれは変えられないけど、生き
方は変えられる』そんな思いになれる
授業をつくっていきたい」「『語り合える
なかまがいることはありがたい』語る
ことの大切さ、語ることで次に踏み出
していける、そんな学級経営をしてい
きたい」そう語る、森口さんの原点を
「スダチの苗木」にみることができた。
とともに、私自身も「差別をなくす」た
めの授業をつくっていかなくちゃ、そ
う思わせてくれた「森口健司が語る会」
だった。   （嶋村太伸　高・栗林小分会）

「差別をなくす」ための授業をつくりたい

　5月28日と29日の両日、白鳥温泉で、「森口健司が語る会～今
語る、森口健司と同和教育の35年～」を開催しました。今回は、
徳島県教組と日教組香川の共同企画ということで、両県から教職
員、大学院生、退職教職員合わせて20名近くの参加がありました。
　講師の森口健司さん（徳島県藍住中学校教諭）からは、板野中学

校で実践した「全体授業」や、京都市の弥栄中学校とのジョイント
人権学習、また、北島中学校での学習などをビデオで紹介してい
ただきました。そのビデオでは、生徒を揺さぶり、そして生徒が
変わり、生徒同士が繋がっていく、魂と魂のぶつかっていく授業
が展開されていました。

森口 健司（もりぐち けんじ） 徳島県板野郡藍住町立藍住中学校教諭

　大学時代、京都での被差別体験が、
教職へと思いを強くし、卒業後、中学
校教師になり、子どもたちの心に響く同
和教育を模索する中、1990 年度より
中学校現場において、「生徒が生徒を
変える、語り合いの人権・部落問題学習」
（全体学習）を創造する。
　また、1992年文部科学省道徳教育
読み物資料作成協力者会議の委員とな

り、「中学校読み物資料とその利用」
の作成にかかわり、道徳資料として部
落問題をテーマに取り上げた「峠」「ス
ダチの苗木」を著す。
　2003 年度より徳島県教育委員会生
涯学習課派遣社会教育主事、2006年
度より中学校現場に帰り、「語り合いの
人権・部落問題学習」( 全体学習 )を
実践している。
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